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その 他生産手段の 所有状況を十戸 長に調査 ・報告 させ て い る が、その 趣旨か らみ て こ れ らが全

国的規模で集計 され るこ とは なか っ た 。 い っ ぽ うイギ リス 政庁 に よる セ ン サ ス に よ っ て得 ら

れ た数字は、単 に 県別項 目別に集計された だけで は な く、これ らを、ある場合 には 外国 の 統計

とも縦横 に組み 合わせ つ つ
、
ビ ル マ の色々 な姿を描 き出す ため の 資料 と され た 。 ビ ル マ 人の 紬

婚平均年齢 とカ レ ン 入 の それ との 比較が なされ た り、 精神異常者は どの 県や ど の 宗教に 多く

どの 県や どの 宗教に は少ない か等々 。 こ うして 政策の 効率化、正統化、また民族、人為的 に作 ら

れ た県 、 宗教な どの 実体化 とその 性格付け、つ まりス テ レオ タ イプ化、分断化が進められて い っ

た v

言うまで もな くス テ レオ タイプ化は、個入 を画一的 に把握す る方 向へ 進む 。 それ まで個 入の 杜

会的分類項目が少ない こ とに よ っ て、ある程度 まで 多様性を許容 して い た社会が崩壊 し、個人

の社会的位置づ けが明確 に なる。
こ れは個 の 自立化を促進する もの で はない

。 多くの 新社会集

団の 巓現を うなが し、 かえっ て 個が それに埋没する こ とに結果 して い くこ とに なる の で ある 。

フ ィ リ ピ ン 『1903年セ ン サ ス 』
一

ア メ リ カ統治 にお けるその 意味
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 永野 善子

　フ ィ リピ ン 史の 文脈の なかで 、ひ とつ の 「領域 国家」と して の 植民地 国家に おけ るセ ンサ ス

の 歴 史的変化過程に つ い て議論 しようとする と。 第 1 に、近代的人ロ セ ンサ ス 制度 がい つ 頃導

入 されたの か 、そ して 第 2 には 、それ が国家権ノJに よ る全 面的人口把握 と して完成 され た形態

をと り始め たの は い つ 頃なの か を確定 しなければ ならな い
。

　フ ィ リ ピ ン で は 、 植民地政庁に よる絹織 的な人口調査が最初に実施され たの は 1852年の こ と

で あっ たが 、当の 植民地政庁は こ の 入 目調査 をセ ン サ ス とはみ な して い なか っ た 。 フ ィ リ ピン

の 植民地政庁 自体が実施 した と認識 したセ ンサ ス （ス ペ イ ン語で
“

ccnso
”

）は 、 1877年、1887年そ

して 1896年の セ ン サ ス で ある f， しか し、この セ ン サ ス は 、 われ われ が．．
般 的に 国勢調査 として理

解する ような 、 戸別調査に もとつ く人 口調査で は なか っ た 。
フ ィ リピ ン で 戸別調査に もとつ く

本格的な近代 的セ ン サス が実施された の は
。
ア メ リカ植民地期に 入っ て は じめて 実施 された

1903年セ ン サ ス で あ る c、

　1903年セ ン サ ス の 実施は」902年7月1日に ア メ リカ議 会で 制定された法律に よ っ て定 め られ

た もの で ある 。 それ によ る と、i
．
セ ン サ ス は入目 に関わる調査 を実施 し、 すべ て の 住民の 氏名、年

齢、性別、人種（race ）、も しくは 種族 （tribe）、現 地生 まれ か外国生 まれか 、 ス ペ イン語 、現地の 地 方

語（dialect）も しくは言語 、 ある い は英語の 読み書 き能力、就学状況、住居所有状況 、お よび．1業 ・

社会関係統計、島・州 （province）、 町（municipality ）、もしくは その 他行政区画 ごとの の その 他の 情

報 に つ い て 、i1］能 なか ぎり包括的な 報告書を作成す る」、で あ っ た 。 こ うして 、全国で 7000入ほ ど

の 国勢調査員に よ る戸別調査が 、1go3年3月211に開始 され た。 しか し、 全国規模の 人口 に関わる

戸別調査は 、セ ン サ ス の 第
一一一

段階にす ぎなか っ た 。 1903年セ ンサ ス は、ス ケ ジュ
ール 1か らス ケ

ジ ュ
ール 6に よ っ て構成 された 。 ス ケ ジ ュ

ール 2は農業関係統計調査で 、 農業関係に つ い て も住

民の 農地保有状 況 に つ い て 戸別調査が実施 された。ス ケ ジュ
ール 3は は教 育 と学校 関係 、ス ケ

ジ ュ
…ル 4は住民 の 死亡数 死亡率 。

ス ケ ジ ュ 、一ル 5は社 会統計関係、そ して ス ケ ジ ュ
ール 6は 製

造業関係 統 計の 収集が 日的 とされた 。 その結果は 1905年に 『1903年セ ン サス 』（全4巻）として 合

衆国国勢調査局か ら刊行 され た 。

　そ の 第 2 巻が 「人ロー1（Population）で ある ，／そ こ で は 、 フ ィ リピ ン 諸島の 住民が 、 まず 平定完 ∫

地区人 日に つ い て は
“
Civilized　Population

”
）と未平定地区人口 （

“

Wild　Population
”

）に 大別され 、 さ

．弖8一
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らに平定完了地［1．1人「1に つ い て は、
“

Color
”

す なわ ち「肌の 色1（“Brown”
，

“
Mixed

”

，

“

Yellew
”

，

“

White
”
，
“
Black

”
）に よ っ て分 類 され た 。 『1903年セ ン サ ス 』の 本質的 な人口分類基準 は 、

“
Citizenship

”
で はな く℃ olor

”
で あ り、それは 1918年」939年セ ン サス で も

“

Race
”
とい う枠組み の

もとで継承 されたの で あ る。

　なぜ ア メ リ カ 統治下 フ ィ リ ピ ン の 入ロセ ン サ ス で 、
“
Color

”
や

“
Race

”
が本質的人 口分類方法

と して採用 し続け れれた の で あろ うか f，その 第 1 の 理 由は 、ア メ リカ本国の 人 ロ セ ン サ ス で

“

White
”

と
“

Non ．White
”

とい う人口分類 方式が 採用 され て きた た め 、フ ィ リピ ン の 人 i．iを「肌の

色」で わける こ とは 、ア メ リカ 本土で 長 ら く採用 されて きた人 口 分類法 を踏襲 したに す ぎな

か っ た こ とで あ る 。 そ こ で 、第 2 に 、 なぜ ア メ リカが 自国の 領土 を超えて 植民地 で も副様の 人

種的序列 に もとつ い た人 1」把 握 を試みたの かに つ い て考える と 、 ア メ リカの 対外政策が その

初発 か ら国内の 人種的序列 イデ オ ロ ギー
に もとつ い て展開 されて い たこ とを指摘する こ とが

で きる 。 『1903年セ ンサ ス 』に おけ る人 口分類方法は、こ うしたア メ リ カの対外政策の イデオ ロ

ギ
ー

を体現 した もの にほ かならなか っ たの で ある 。

資料 ・研究短報

フ ラ ン ス に存在す る仏領期ベ トナ ム に おける種痘関連資料の 紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 青山志保

　天然痘は、ウイル ス に よっ て生 じる感染症で あ る 。 1980年に 世界保健機関力瓶 絶 を宣言 し、現

在で は天然痘の 脅威 を感 じるこ とはな くな っ た、， しか し、種痘が．一
般 的に なる まで は 、天然痘

は多 くの 人々 を苦 しめて きた 。 種痘（vaccination ）とは 、 18世紀末 に ジ ェ ン ナーが 発 見 した牛痘

（cow −pox）を用 い た 天然痘予 防法の こ とで ある 。

　植民地化以前、ベ トナム は 中圃医学の 影響を受けて お り、故意に軽 い 天然痘にか か っ て免疫

を得る f防法が伝わ っ て い た。種痘が ベ トナム に伝わ っ たの は、1820年に明命帝が フ ラ ン ス 人

医師をマ カ オに派遣 し、 種痘法 を学ばせ たのが は じめ だ と言われて い る％ しか し、種痩 は宮廷

の 外に は広 まらなか っ た よ うで 、
ベ トナ ム人に対 して 大

．
規模 に種痘が行 わ れ たの は、ベ トナム

が フ ラ ン ス 植民地 にな っ て か らの こ とで ある 。

　フ ラ ン ス は、ベ トナム 植民地化直後か ら種療 を行 っ て お り」867年に は サ イゴ ン などの ド要

都市に種痘委員会が で き、年 2 回無料で 種痘 を行 っ た 。 187！年 、コ ーチ シナで 、 3 歳未満の 子供

へ の 種痘が義務付け られた 。 また、蓋878年か らフ ラ ン ス 入医師が 各地 を巡回 して種痘を行なう

ようにな っ た 。 フ ラ ン ス か ら送 られ るワ クチ ン は、ベ トナム 到着時には効力を失 っ て い る こ と

が多く、 1890年代 まで 、 種痘 に よ り生 じた膿疱 を天然痘未感染者へ と接種 して ワ クチ ン を維持

して い た 。 1891年 にサ イゴ ン に種痘研究所が 作 られ 、 動物を使 っ て ワ クチ ン を量産す るこ とに

成功 し、種痘接種者は増加 した 。 しか し、 高温の なかで 長期間ワ クチ ン の 品質を保 つ の は困難

で あ っ た 。

　フ ラ ン ス 、エ クサ ン プ ロ ヴ ァ ン ス にある国立文書館海外領 ヒ文書セ ン タ
ー

（Centre　des　Archlves

d’eutre−Mer：CAOM ）には 、医療関係 の 史料 が多数残 っ て い る 。 天然痘 お よび種痘に関 して は 、

植民地省文書の
一
般項E に 、フ ラ ン ス か らイン ドシ ナを含む植民地に送 られ た ワ クチ ン の 本

数の 記録が 存在する 1％ 同 文書 中、イン ドシ ナの
“Ancien　Fonds”（1800−1920）に は、コ …チ シ ナ 総

督か ら海軍省宛て に コ
ーチ シ ナで の 種痘状 況を報告す る文書、植民地省か ら 当峙 ワ クチ ン を

製造 して い た医学ア カデ ミ
ーへ の 注 文書、種痘 に 関す る総督令の 下書 きな どが含 まれて い る
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